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若手研究者育成の現状からみる教職Pの意義と課題 













平成 28 年度における教職 P の活動報告 
 
 







広島大学大学院教育学研究科教育人間科学専攻（博士課程後期）は、平成 19 年 9 月から






















１．履修 1 年次講究 
 
履修 1 年目の者（院生 I、J）は教員養成学講究および大学教授学講究を履修し、プラク
ティカムに入る前の教員養成の基礎的知識を習得すること、大学教育観を養うことを目指
す。講究内で取り組んだ諸課題は下記のとおりである（表 A の※は広島大学開講科目）。  
 
表 A 教員養成学講究取り組み内容  
履修生  シラバス作成  シラバス分析  
Ｉ 教育課程論  
教職入門※  教育の思想と原理※  教育と社会・制度※  
特別活動指導法※  教育課程論※  教育方法・技術論※  











表 B 大学教授学講究取り組み内容  




















るから、参考にされたい（※は広島大学外での実施。E は D3、それ以外は D2）。  
 








No. 実施日 履修生 授業名 題材・内容
1 5月16日 Ａ 道徳教育指導法 道徳授業を構想する
2 5月16日 Ｂ 道徳教育指導法 日本における道徳教育の歴史
3 5月18日 Ｃ 社会教育学 成人学習論とその背景
4 5月30日 Ｄ 道徳教育指導法 道徳の諸科学
5 6月13日 Ｅ 教育の思想と原理 「道徳教育」とは何か
学習指導要領の変遷と指導要録
―相対評価と絶対評価―
7 7月11日 Ｇ 教育の思想と原理 女性労働の変化と子育て支援
学習指導要領の変遷と指導要録
―系統主義と経験主義の接点―
9 11月16日 Ｇ 西洋教育史 公教育制度の成立
10 11月16日 Ｂ 教育哲学 ケースメソッドとは何か
11 11月21日 Ｃ 教育と社会・制度 教育現場における合理的配慮
12 11月29日 Ｅ 教師論※ 現代の教師に対する子どものニーズ
13 1月26日 Ｆ 教育方法学 「診断」「見とり」による子ども理解と授業の改善
14 2月2日 Ｈ 教育方法学 授業研究における授業の観察、記録、解釈


















表 D リフレクションの言及内容  
 
 
３．履修 3 年次 教職教育ポートフォリオ 
 

















たりご協力いただいた OB の先生方、そのほか多くの方々に心より感謝申し上げる。  
 
注 









































で前学期・後学期各 1 回、計 2 回の教壇実習に取り組み、博士課程後期 3 年次生は、学外
（他大学）において教壇実習に取り組む。  
教壇実習は、履修生 1 名に対して、教員が 2～3 名（指導教員 1 名、教育指導を担当す






博士課程後期 3 年次生は、教職 P の総仕上げとして、「教職教育ポートフォリオ」を作
成する。プログラムを履修する中で、自分が何を学んだのかを振り返り、自身の「授業哲
学（授業理念・教授哲学とも）」をまとめる。彼らには「修了証明書」が手渡され、2017




































































































































































グループ討議に 15 分〜20 分、全体討論に 35 分、受講者からの感想・コメントに 10 分と
なっていた。  
まず個人思考・グループ討議の段階において、受講者は 4 グループ（各グループ 4 人あ





















































































































































































ような反応を得るには 60 分というワークショップの時間設定は短過ぎたようである。  
そこで本報告では、今次参加した経験をもとに、ケースメソッドを現職教育の場と見立
ててそれを運営する授業者の技法と教材について考察したことをまとめる。これは筆者が

























































ジネス雑誌では国内外で活躍する CEO が HBS で学んだことのインタビュー記事を頻繁
















































若手研究者育成の現状からみる教職 P の意義と課題 
「教師教育の実践と研究」に参加して  
 
  松田 充（広島大学大学院・院生）  
佐藤 雄一郎（広島大学大学院・院生）  
 
はじめに  




























































































































係資本の不足という課題を抱えていることが指摘されていたことにも重なる 3。  














































 二点目については、教職 P という取り組みが、研究者ネットワークの構築という意味で
は現在の若手研究者が抱える問題において、また Ph.D と Ed.D の関係という意味では「大
学教員像の変化」の時代における教育学研究者育成の問題において、それぞれ先行的な取
り組みであることが指摘できる。他方で、研究者ネットワークという点では、教職 P を修
了した若手研究者という社会文化資本の活用といったことに、また Ph.D と Ed.D の関係と
いう点では、これが教育学という学問の現代的課題と対峙した取り組みであるということ
の意義があまり認識されていないことが課題として指摘できよう。  
 今回の研究会への参加を通して、以上のような教職 P という取り組みの意義と課題を見
いだすことができた。今回得た知見を今後どのように教職 P への取り組みや自分自身の研
究生活に活かしていくことができるかが、今後の課題である。  
（佐藤 雄一郎）  
注 
１ 加野芳正(2017)「教育研究における若手育成」教育関連学会連絡協議会公開シンポジ
ウム「教育研究分野における若手育成」提案資料、2 頁参照。  
２ 池野範男(2017)「教科教育研究における若手育成―現状と課題―」教育関連学会連絡
協議会公開シンポジウム「教育研究分野における若手育成」提案資料、参照。  
３ 加野芳正(2017)前掲資料、1 頁参照。  
４ 池野範男(2017)前掲資料、1 頁参照。  
５ 松浦良充(2017)「教育研究分野における若手育成」教育関連学会連絡協議会公開シン

















































る教員の専門性の矮小化や質の低下を招く可能性すら指摘されている（吉岡・八木  2007; 
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